
   

 

             

 

 

 

「ひばり」教室の１学期の指導が終わりました。新しい環境での 1学期、やっと「ひばり」や新しいクラスに

慣れてきたという児童もいるかと思います。まずは新しい環境に慣れ、安心して過ごせるようになると、次のス

テップとしていろいろなことにチャレンジしていけると考えています。 

夏休みが始まり、お家で過ごす時間が増えるかと思います。夏休みにしかできないこと、体を動かすこと、お

手伝いなどにたくさん取り組んで、様々な体験をしてほしいと思います。夏休み明けに子どもたちからいろい

ろな話が聞けることを楽しみにしています。 

 

 

☆９、１０月の予定☆   

 

【通室開始日】 

住吉小 ９月 ２日（月）  

  南町小     ５日（木）  ６日（金） 

矢崎小    １０日（火） １１日（水）         

      

  ※変更があった場合はその都度、連絡ファイル等でお知らせします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住吉小学校エリア（矢崎小学校、南町小学校） 
特別支援教室だより   NO.４ 

令和６年７月１７日 

府中市立住吉小学校 
拠点校校長 木下 和紀 

【授業参観】 

住吉小 １0月 ２８日（月） 

南町小 10月 ２４日（木）  ２５日（金） 

矢崎小 １0月 ２９日（火）  ３０日（水） 

 

「お手伝いをしよう」「家族の一員として」 

 ７月の学習では、「お家でお手伝いをしよう！」という学習をしました。子供たちからは、「お風呂掃除」「ご飯の準

備」「お皿洗い」「洗濯物たたみ」などなど、たくさんのお手伝いが挙げられました。毎日お手伝いをしているという子

もいれば、お家の人が何をやってくれているか分からない、どんなお手伝いがあるか分からないという子もいました。

ひばりでは、お手伝いをすると良いことがあるよ、と話をしました。 

〇お家の人が助かる 

〇「ありがとう」と言ってもらえる 

〇大人になったときに役に立つ 

〇家族みんながニコニコになる          などをみんなで確認しました。 

さらに発展的指導の児童には、お手伝いではなく、「家族の一員」としてお家の仕事 

ができると良いねとも話をしました。 

 夏休みはお家で過ごす時間がいつもより長いので、お手伝いに取り組む良い機会です。子供たちとも相談して、夏

休みに取り組んでみたいお手伝いをひばりで決めました。大変かとは思いますが、ぜひお子さんと相談して取り組ま

せてみてください。初めからうまくできなくても目をつむり、やる気を尊重してもらえるといいと思います。 



 

☆２学期最初の持ち物☆ 

□連絡ファイル 

（夏休み中はご家庭で保管をお願いします。《ご家庭より》の欄には夏休みの様子を記入し、2学期の 

初回通室日に持たせてください。） 

□生活スキルチェック表（個人面談でお渡ししたものをチェックしてご提出をお願いします。） 

※他の持ち物については、いつも通りです。よろしくお願いします。 

 

☆巡回心理士について☆ 

巡回心理士が各学校を月 1回程回っています。在籍学級や「ひばり」での子供たちの様子を観察して

いただき、在籍担任や「ひばり」教員が助言をいただいています。保護者の方にお知らせすることがあれば

お伝えします。 

 

 

☆「ひばり」保護者学習会より☆ 

作業療法士の佐藤直先生をお招きして、「学校や家庭で気になる子どもたちの行動から～なぜ？どうした

らいい？～」というタイトルでお話をしていただきました。ご参加いただいた保護者のみなさま、ありがとうござ

いました。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

～こんなお話が聞けました～ 

☆児童のどうしてこんなことを？と思ってしまう行動の例や原因から、育ちの土台について 

☆姿勢が保てない、落ち着きがない、集中力がないのはなぜか 

☆体の動かし方がうまくいかないと 

友達とトラブルに。書字がうまくできない。我慢ができない。 

☆適応行動がとれるようになるために、まずは身体を動かすこと！  

  ☆終わりは必ず「できた！」で終わるようにする。 

「できた！」「楽しかった！」の経験が自己肯定感と有能感を育てる。 

  ☆行動の裏には理由があると思ってあげること。共感してあげること。 

などなど。ここには載せきれないくらいたくさんの貴重なお話を伺うことができました。 

会に参加できなかった方も資料をお配りしているのでぜひ目を通してみてください。 

～参加された保護者の方の感想～  （一部抜粋） 

・どうしても親の方が気にかかる部分が出来ていないと「できるようにやらせよう」と思ったり、がっかりしてし

まったりするのですが、「まあ、今は疲れているのかも。今回は仕方ないかな。」と思うようになることが大事

だと気付きました。 

・子供のつまずきの背景をよく見て判断することの大切さを学びました。背景をふまえて、子供の得意なこと

にひも付けて最後は成功体験に結び付けられるよう家庭でも支援してみたいと思います。 

・家では暴言が多く困っていましたが、「頑張ってるから疲れたよね。」等、気持ちの通訳となれるよう接して

います。 

☆ほかにもたくさんの感想をいただきました。ありがとうございました。 


